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  未来のその先に

1 一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会

巻頭言

一般社団法人 

島根県出雲地区建設業協会青年部会

部 会 長 　 森 山 竜 人

こ の文筆を 執っ ている 今、 政府によ る 首都圏への緊急事態宣言の再発令について報

道さ れていると こ ろ です。 元号が平成から 令和と 改元さ れ、 早一年半が過ぎまし た。

令和２ 年と なっ て新型コ ロ ナウイ ルスが世間の話題を 賑わせ、 報道のない日はあり

ませんでし た。 そし て、 今も 終息が見えない中で世界中の人々は見えない明日に不安

を 抱く 日々を 送っ ています。 生活の形態が飛沫感染防止のため、 マスク や手洗い、 テ

レ ワーク 等のスタ ン ダード 化によ り 大き く 変わり まし た。 こ れから あら ゆる 分野の産

業でＩ Ｔ 化への取り 組みが進み、 時代の様は変化し ていく のではないでし ょ う か。

我々建設業に於いても ｉ -Construction等への働き 方改革への推進がなさ れていく こ

と と 思いますが、 研鑽の機会の少ない中小企業への支援等が課題と し て挙げら れる と

こ ろ です。

昨年のニュ ースで個人的に感動し たこ と と し て、 小惑星探査機「 はやぶさ 2」 の宇宙

から のサン プルリ タ ーン の成功です。 自分が何かを し たわけではないのですが、 同じ

日本人と し て世界に対し て日本の技術力を 見せる こ と が出来たこ と は、 と ても 誇ら し

く 思えまし た。 こ の疫病に対し ても 建設産業と し て出来る こ と を 模索し ていき たいと

思います。 そし て、 ポスト ・ コ ロナ時代を 見据えて、 新し い働き 方改革、 魅力ある 新3

Ｋ （ 給料がいい、 休暇が取れる 、 希望が持てる ） が実現でき る よ う 推進し 、 新たな担

い手の確保や育成に努めていき たいと 思います。
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巻頭言

最後になり ますが、 我々地域に根付く 島根県出雲地区建設業協会青年部会は関係各

位と 一致団結し 、 建設に関わる 諸課題に取り 組んでいく 所存でございます。 引き 続き

ご理解ご支援のほどを 何卒よろ し く お願い申し 上げます。

一般社団法人島根県出雲地区建設業協会青年部会

歴 代 部 会 長

初代部会長 　 　 　 山本恭則　 　 　 平成9年度

第２代部会長　 　 　 今岡裕統　 　 　 平成10～13年度

第３代部会長　 　 　 別所幸雄　 　 　 平成14～15年度

第４代部会長　 　 　 広戸　 修　 　 　 平成16～17年度

第５代部会長　 　 　 久文秀典　 　 　 平成18～19年度

第７代部会長　 　 　 山口　 弥　 　 　 平成22～23年度

第８代部会長　 　 　 栂野直宏　 　 　 平成24～27年度

第10代部会長　 　   内藤正和　 平成30～令和元年度



 

次世代建設就業者育成事業の背景と 目的

現場見学会・ 意見交換会の概要

　 近年、建設業界では就業者の高齢化が深刻な問題となっています。具体的には、建設業の就業者の約3割

は55歳以上となっており、他産業と比べて高齢化が進行しています。建設業が引き続き「 地域の守り手」として

役割を果たしていくためには、将来の建設業を支える担い手となる技術者および技能者の確保が急務となっ

ています。特に若者や女性の建設業への入職や定着の促進などに重点を置きつつ、働き方改革を更に促進

し、魅力ある職場環境を整備することにより、中長期的に人材確保・ 育成を進めていくことが必要不可欠となっ

ています。

　 しかしながら、全国的には新規高校卒就職者の就職後３年目までの離職率は常に全産業および製造業を

上回っており必要な技術者および技能者の確保ができているとは言い難い状況です。離職の背景には就職

先を決定する過程において、知りたい情報を十分に受けられていないということが挙げられています。これを少

しでも解消し、建設業に対する理解を深め職場定着を促進させるため、若年者と建設業界がつながる機会を

つくることが重要となります。

　 その機会の創出を目的とし、我々青年部では出雲農林高等学校および出雲西高等学校の生徒を対象に現

場見学会・ 意見交換会を実施しました。この事業により、加速化する技術革新への対応（ ICT 導入等）や、誰も

が安心して働き続けられる環境整備（ 週休2日制への取組等）をはじめとする建設業の人材確保・ 育成に向け

た取り組みをアピールすることができました。

●現場見学会  

発 注 者　 国土交通省中国地方整備局　 松江国道事務所

受 注 者　 株式会社　 中筋組

工 事 名　 湖陵多伎道路 多伎IC 改良第３工事

施工場所　 島根県出雲市多伎町地内

（ 内容）

〇松江国道事務所挨拶及び事業概要説明

〇IC T施工について

（ 現況地盤測量　 U A Vによる写真撮影/設計データ の作成　 3Dビューワの閲覧）

〇非破壊試験実演　 〇快適ト イレの視察

●斐伊川放水路分流堰見学

（ 内容）出雲河川事務所による事業説明及び斐伊川放水路分流堰見学

9：00～10：30

11：00～11：30

●建設機械搭乗体験

実施場所　 斐伊川放水路残土処理場跡地（ 上塩冶スポーツセンタ ー横）

（ 内容） 〇重機搭乗体験　 　 協力会社： 株式会社板倉重機

　            バックホウ 0 .7m 3級　 　 　   ２台

　            アーティ キュレート ダンプ　   ２台

　            4ｔ ローラ ー 　 　   　 　 　 　   １台

           〇し まね建設産業イメ ージアップ女子会によるパネル展示・ 説明

12：30～14：30

●意見交換会

実施場所　 上塩冶スポーツセンタ ー体育室

（ 内容）  事前アンケート をも と に質疑応答及び意見交換会(グループワーク )

14：30～16：00

昼食・ 休憩11：30～12：30

● 学校名　 出雲農林高等学校、出雲西高等学校

● 開催日　 令和２年10月27日（ 火）

● 参加者   出雲農林高等学校環境科学科2年生　 31名、教員2名

　 　 　 　 　  出雲西高等学校1年生　  　 　 　 　 　 　  1名、教員1名
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 湖陵多伎道路 多伎IC 改良第3 工事

松江国道事務所 建設専門官 藤阪様より 事業概要説明

ト －タ ル

ステーショ ン

ド ローン

㈱中筋組 安食様より 工事概要説明

ICT建機搭乗体験
現況地盤測量や設計

データ の作成説明

ICTを活用し た施工が

どのよう におこなわれ

ているのか学びまし た

快適ト イレの説明

ご協力く ださった皆様と 一緒に記念撮影

非破壊試験実演

施工後のカ ルバート を

壊すこと なく 配筋間隔

を見てみます

ICT施工について

次世代建設就業者育成事業
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次世代建設就業者育成事業

  斐伊川放水路分流堰

重機搭乗体験

最後はみんなで記念撮影

コロナウイルス感染症対策

出雲河川事務所 阿部様による説明

㈱板倉重機様による事前説明
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次世代建設就業者育成事業

意見交換会

森山部会長 挨拶

農林高校代表者 挨拶

各グループで活発な意見交換がおこなわれまし た

グループワーク

建設業にはどんな職種がある？仕事のやり がいは？　

様々な質問に代表者達が答えていきまし た

事前アンケート を基に質疑･応答

建設会社で就きたい職種
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取材風景 テレビ放送

新聞掲載

出雲ケーブルビジョ ン 　 令和2 年1 0 月2 9 日（ 木） 放送

山陰中央新報　 令和2 年1 0 月2 8 日（ 水） 掲載

建設興業タ イムス　 令和2 年11 月4 日（ 水） 掲載

7 一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会

次世代建設就業者育成事業
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

今　 岡　 竜　 希
島根県立出雲農林高等学校

環境科学科２ 年

まず初めに、 湖陵多伎道路に行きまし た。 道路になる予定の

場所でし たが、 まだコンクリ ート などほとんど入れら れておらず、

あまり 道路という 実感がわきませんでし た。 山を削って整地をしているところで、

いく つか機械が置いてありまし た。 この現場の測量はド ローンで行っていて、 た

く さんの写真を撮りデータ をパソコンに入れることで、 立体的に見ることが出来

るそう です。 現場に置かれていた機械の内部には、 モニタ ーがついており 、 作

業を正確に効率よく 出来るよう になっていまし た。 中でも、 ローラーは衛星から

位置情報を取得する機械がついており 、 今どこをどのく らい転圧し たかが分か

るよう になっていまし た。 現場のト イレの紹介も 少しさ れまし たが、 今の建設業

界では現場作業以外も 快適になってきていること が分かりまし た。 それ以外に

も、 現場の方に質問をした時、 分かり やすく 色々なことを教えていただきまし た。

測量士補でも使えることなので、 あり がたかったです。

次に、 斐伊川放水路に向かいまし た。 放水路の一部は、 車の中からよく 見

ていたので詳しく 学ぶこと が出来て良かっ たです。 この放水路は、 以前行っ た

ことのある志津見ダムと同じ 、 浸水被害を減らす目的を持っています。 完成し た

のは割と 最近ですが、 浸水被害について考えられていたのは昭和時代からと 聞

き驚きまし た。 今回は放水路の中に入ら せていただきまし たが、 とても 大きく 感

じ 、 建設業の仕事の大きさを再確認することができまし た。 この放水路は過去

に１ ２ 回放水し たことがあり 、 西日本豪雨の際にも 利用し たそう です。 その時に

分流し た水量などのデータ もあり 、 そのデータ から 自然災害の危険さ を 感じ

まし た。

次に建設機械の搭乗体験をしまし た。 今回体験し たのは大きい工事現場専

用のダンプ、 大きいバックホウ、 そして小さいローラーでし た。 最初はダンプに

乗りまし た。 操作は普通の車と 変わりませんが、 車高が高く 、 距離感やタイヤ

が真っすぐ かどう かなど分かり にく かっ たです。 次にバックホウを運転しまし た。

小さいバックホウは何度か乗っ たこと がありまし たが、 大きいバックホウは初め

てでし た。 小さいバックホウと比べ動作の反動が大きかっ たので、 慎重に操作

しました。ローラーは思っていたよりスピード が出て、落とさ れそう になりましたが、

「 言うことが無い」 と 褒められたので嬉し かったです。

質問をたく さんし 、色 と々 知ることが出来たので、良い現場見学会となりました。

次世代建設就業者育成事業
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

多 久 和　 暖 人

島根県立出雲農林高等学校

環境科学科 2 年

現場見学会に参加しました。 ド ローンを活用して効率の良い測

量をしたり、 Ｉ ＣＴ やＣＡ Ｄ を使ったりして楽に、 かつ素早く 仕事

が進められるようになっていて、 自分が思っていたイメ ージとギャッ

プがあり驚きました。

また現場で働く 人が少しでも快適に過ごすために、 きれいな洋式ト イレを設置す

るなど、 どんどん進化をしていっているので良いと思ったし 、 これからも、 もっとい

ろいろな所が改善されていってほしいです。

斐伊川放水路の現場見学では、 なぜ放水路が必要なのかを少しだけ理解するこ

とができました。 特に運用についてよく 分かり、 平常時は起伏ゲート が起立してい

るため、 放水路に水が流れないよう になっています。 斐伊川が氾濫しそう な時は、

起伏ゲート を倒して放水路へ水を分流します。 超過洪水時には制水ゲート を閉め

て放水路へ流れる水の流量を制御するようになっていました。

今まで大雨が降った時、 これは斐伊川が氾濫するかもし れないと何回も思う 事

があったけど、 今回のお話を聞き、 氾濫しなかったのは放水路のおかげなんだと

分かり、 放水路の重要性を確認することができました。

その次は重機に乗りました。 大型の車を運転するのは初めてだったので、 小回

りや駐車をするのは大変だろうなと思いながら乗っていました。 操作は意外と簡単

だったけど、 アクセルを強く 踏むとスピード が結構出るので、 アクセルの強弱が難

し かったです。 少しでも間違えると大きな事故になってしまう ので、 慎重な運転が

求められると思いました。 バックホウは両手を使って操作をするので、 脳が混乱し

てしまい、 かなり怖かったです。 バックホウの運転は知識よりも経験を積んでいくこ

とが大切だと分かりました。

また、 意見交換会では自分たちが不安に思っていることや、 建設関係で働く 場

合に知っておく 大切なこと、 そして進路についてのことなどを聞きました。 今回実際

に現場で働いておられる人の生の声を聞くことができてとても勉強になりました。

進路については、 自分が何をしたいのか、 後悔がない選択をしたいと思ったし 、

もっと勉強をして選択できる幅を広げていきたいと思いました。

高校を卒業し 就職しても、 転職する人も多く いると聞き、 仕事が合っていなかっ

たら転職するなどいろいろな方法があると分かりました。

実際の工事現場に行って、 体験をすることで分かることもあるし 、 肌で感じてみ

ないと自分に建設関係の仕事が合っているのかも分からないので、 進路を考えてい

くうえで貴重な経験となりました。
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

玉　 木　 舞　 悠
島根県立出雲農林高等学校

環境科学科２ 年

私は今日の現場見学会について詳しく 知りませんでしたので、 最初はあまり 楽

しく なさそうだなと思っていました。 私は建設業にあまり 興味が無く 、 造園の事だ

けし か考えていませんでした。 し かし 、 今回の現場見学会で、 全く 興味のなかった建設業を少し 調

べてみよう かなと思いはじめました。

湖陵多伎道路の工事現場では、 コンクリート の中にある鉄筋を見る機械を見させてもらいました。

この機械を見るのは初めてで、 あんな小さい機械で本当にコンクリ ート の中の鉄筋が見られるのか

なと思いましたが、 機械にはしっかりと鉄筋が映し出されていて、 すごい機械だなと思いました。

次に斐伊川放水路を見まし た。 放水路の分岐点に行く のは初めてでし たが、 写真では見たこと

があります。 それは洪水になった時の写真です。 その写真は現場見学会の時に行って見たものより

水の量が多く 、 怖いと感じました。 放水路の中に入った時は、 あの写真の真ん中に入ったとは思え

ませんでした。 実際の放水路はとても大きく 広く 、 遊べそうなくらいの広さで驚きました。

乗車体験では、 バックホウ、 ダンプ、 ローラーがありましたが、 私はどれも全く 乗ったことがなく

て、 楽しさよりも怖さが勝りました。 ローラーではアクセルが無いのが一番驚きました。 教えてもらっ

た方に「 簡単でしょ 」 と 言われた時は苦笑いしてしまいました。 実際に運転してみると 思っていたよ

りも難しく 、 ガタガタして酔いそう になりました。 次にダンプに乗りました。 ダンプは乗車する時、 結

構な高さがあって、 運転が大変そう だなと思いました。 実際に運転してみると、 ダンプは思ったより

乗り心地がフワフワしていて、 アクセルを踏む時に勢いよく 進んで事故をしてしまわないか不安になり

ました。 最後にバックホウに乗りました。 運転するのが一番怖そう だなと 思っていたのはこのバック

ホウです。 クラスの子がシャベルの部分を勢いよく 降ろし 、 車体を浮かせているのを見てヒヤヒヤし

ました。 怖かったですが、 運転するのが一番面白かったのもバックホウでした。 レバーを前後左右

に動かし 、 たく さん覚えることがあって、 普段運転している人はすごいなと思いました。

次に女子会の皆様にお話を聞きました。 まず女子会というものがあるなんて驚きでした。 確かに

女性の方は少ないイメ ージがあるので、 このよう な会があると 建設系の仕事に入っておられる女性

の方たちの支えになると感じ 、 とても良い会だなと 思いまし た。 女子会の皆様はとてもやさしく 話し

かけてく ださり、 なじみやすい空間でした。

意見交換会は、 クラスの女子と女子会の皆様としました。 まず、 現場見学会の中で一番楽しかっ

たことを発表しましたが、 みんな乗車体験が良かったと 話していて、「 やっぱりそう だよね」 と話して

いました。 その後、 女子会についての事を聞きました。 最近は昔よりもたく さん女性が入ってきてい

ると言われ、 時代は進んでいるんだなと感じました。 給料はスキルによると言われ、 やはり 資格を少

しでもたく さんとっておいたほう が良いなと 思いました。 私は今まで大型免許は仕事に入る前に取る

ものだと 思っていまし たが、 仕事に入ってから免許を取っても遅く ないことを知り 驚きました。 私は

職場で、 もし 女性が一人だけだったら少し 嫌だなと 思っていましたが、 今回女子会という 会を知る

ことが出来てとても良かったです。

私は今回の現場見学会で、 放水路のことや、 たく さんの機械の乗車体験など、 人生に数回ある

かないかのとても貴重な体験をすることができ参加して良かったなと思いました。 今はまだ自分の将

来について迷っていますが、 この貴重な体験をしっかりと今後の進路の参考にしていきたいと思いま

す。
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工事現場見学会・ 意見交換会に参加し て

𠮷　 川　 聖　 隼

出雲西高等学校

普通科 1 年

私は幼い頃から 土木や建設が大好き で、 さ まざまな工事現

場を 見てき まし た。 その頃は工事現場で働いている 機械を 必

死に見て、 あの機械は何を し ている んだろ う と 考えながら 、

一日中現場に立っ ている事も あり 、 自分も いつかはあの機械に乗る と いう 夢

を 強く 持つよ う になり まし た。 その後、 自分が成長し ても 機械に乗り たいと

いう 夢は消えず、 建物・ 道などの巨大な建造物を 建てるこ と の凄さ に気づき

はじ めると 、 さ ら に建設が好き になり まし た。

今回初めて現場見学会に参加さ せていただき 、 普段入る こ と のでき ない工

事現場で貴重な経験ができ まし た。 今回行っ た現場では、 コ ンク リ ート の検

査を し ておら れまし た。 コ ン ク リ ート で物を 作る時は、 コ ン ク リ ート を 打つ

前に形を 作り 、 その中にコ ン ク リ ート を 打ち ます。 そし てコ ン ク リ ート が固

まっ た後に、 特殊な機械を 使っ て検査を する と 、 コ ン ク リ ート の中の鉄筋が

正確な場所にある か調べる こ と ができ ます。 私はこ の機械を 初めて見たので

驚き まし た。 その後、 こ の現場はどのよう に工事を 進めているのかなど様々

な話が聞けまし た。

次に斐伊川放水路へ見学に行き まし た。幼い頃、こ の建設現場に何度も 行っ

て工事を 見ていたので、 こ の放水路が私の中で一番印象に残っ ています。 今

回こ の斐伊川放水路を 訪れ、 放水路はと ても 重要な役割を 果たし ている と 知

り まし た。 大雨が降っ た時に、 こ の放水路ができ る前は川が氾濫し 、 その溢

れた水が宍道湖に流れ込むと 、 松江の一部地域で浸水する 事も あり まし た 。

今では斐伊川が氾濫する前に、放水路を 使い神戸川に放流し 洪水を防ぎます。

次に工事現場で使う 機械に乗せても ら いまし た。 初めて乗っ た機械も あり

感動し まし た。

こ れから も 建設業界はど んど ん進化し て いく と 思う ので 今後が楽し み

で す。



次世代建設就業者育成事業

12一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会

しまね建設産業イメージアップ女子会

令和2年10月27日、 出雲農林高校生と 出雲西高校生を 対象と し た建設現場

見学会・ 意見交換会に「 し まね建設産業イ メ ージアッ プ女子会」 （ 以下「 女

子会」 と いう 。 ） メ ンバーと し て初めて参加さ せて頂き まし た。

こ の見学会は、 毎年出雲地区建設業協会青年部会主催で行われ、 建設現場

を 案内し ながら 概要や効果、 何のために工事を し ている のか等の説明がさ

れ、 高校生に建設業を 深く 理解し ても ら える良い機会です。

今回の見学会では山陰道の現場で非破壊調査の技術と Ｉ Ｃ Ｔ 工事の最新技

術を 活用し た現場管理を 学ぶこ と が出来まし た。 また、 工事現場への女性登

用にあたっ ての現状を 、 実際に女性技術者から 生の声を 聞く こ と が出来、 充

実し た内容であっ たと 感じ まし た。 また、 建設機械の搭乗体験の合間に、 高

校生に女子会の活動を 紹介する時間を 頂き まし た。 建設業で活躍する女性技

術者を 掲載し た「 建設産業イ メ ージアッ プカ レ ンダー」 や冊子で紹介し まし

た。 実際に島根で働く 女性技術者がモデルで写っ ていますので、 ページを め

く る 毎に輝いて写っ ている女性たち を 見て、 建設業に興味を 持っ ても ら える

良い機会であっ たと 思います。 また、 女子会と し ても 高校生の反応や働く こ

と への不安や希望などを 間近で聞く こ と が出来、 と ても 貴重な時間と なり ま

し た。

意見交換会では、 女子会のメ ン バーの一人がパネラ ーと なり 、 自身の現場

経験や女子会活動のお話を さ せて頂き まし た。 また、 女子生徒全員と の意見

交換会では働く 上で重要視し ている こ と 、 女性が働く こ と で不安視する 意見

な ど の素直な 意見を 聞く こ と が出来、 今後の女子会活動の参考と な り ま

し た。

出雲地区建設業協会青年部会の皆様には、 こ のよう な貴重な機会を 頂き ま

し たこ と に感謝し ており ます。 こ の活動が、 今後益々若者担い手確保の充実

に活かさ れ、 建設業の未来により 明るい光を 注がれるこ と を願っ ています。

神　 田　 栄　 里　 子

㈱ト ーソ ク
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出雲農林高校に進学し た理由は何ですか ※農林高校生のみ回答

高校卒業後の進路について伺います

建設会社に就職するため

建設業に興味があっ た 

特に理由なし  

家業を継承するため

その他 

就職を希望

進学を希望

専門学校

その他

アンケート
結果

実施日／対象者

■…令和2 年10 月27日／見学会参加生徒　 32 名（ 出雲農林高校31名、出雲西高校1名）

■…令和元年10月30日／見学会参加生徒　

　 　 5 8名（ 出雲農林高校32 名、出雲北陵高校23名、出雲西高校3名）

■…平成3 0年1 0月30日／見学会参加生徒　 3 9名（ 出雲農林高校39 名）

0 %  

0 %  

0 %  

0 %  

1 8 %  

8 %  

6 0 %  

6 4 %  

2 4 %  

4 1 %  

4 5 %  

3 3 %  

3 5 %  

3 9 %  

7 %  

2 %  

5 %  

5 4 %  

1 9 %  

1 3 %  

1 6 %  

4 6 %  

5 4 %  

5 8 %  

1 3 %  
1 3 %  

3 %  

3 %  

0 %  

6 2 %  
3 3 %  

3 5 %  

2 8 %  

2 1 %  

2 6 %  

2 3 %  

1 9 %  

1 5 %  

6 %  

2 0 %  
1 2 %  

5 %  

0 %  
0 %  

0 %  

0 %  

0 %  
0 %  

0 %  

2 6 %  

2 8 %  

2 4 %  
9 %  

5 4 %  

5 9 %  
6 3 %  

未定

家業の跡継ぎ

未回答

大学（ 建設関連）

大学（ 建設以外）

短大

1 8 %  
1 5 %  

1 9 %  

4 5 %  
2 8 %  

2 8 %  

2 6 %  
3 0 %  

4 7 %  

1 0 %  

1 0 %  

1 0 %  

1 4 %  
0 %  
0 %  

0 %  

0 %  
0 %  
0 %  

6 0 %  

5 6 %  
5 0 %  

3 8 %  
3 4 %  

3 0 %  

1 7 %  

1 0 %  

6 %  

就職を 希望し た人 進学を 希望し た人

建設会社

測量会社

建設以外

公務員

その他

も のづく り の喜び

地図に建設物を残すこ と ができる

大型の建設機械を運転できる

スケールの大きな仕事ができる

汗を流し て働く こ と ができる

災害から 住民を守るこ と ができる

特に魅力を感じ ない

未回答

建設業の魅力について感じ る も のは何ですか（ 複数回答）

13 一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会
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本日の現場見学で感じ たこ と はあり まし たか（ 複数回答）

現場で働く 人はかっ こ いい

現場監督になっ て工事をし てみたい

現場の職人と なっ て、 も のを造っ てみたい

建設現場はスケールが大きい

建設機械を自分も 運転し てみたい

自分の仕事も 地図に残し たい

設計をし てみたい

現場の仕事は力仕事が多く てきつそう

野外作業が多く 、 汚れる

現場は危険が多い

その他

未回答

本日の現場見学会に参加し て建設業に就職し たいと 思いまし たか

就職し たい

就職し たく ない

よく 分から ない

検討中

その他

未回答

■…令和2 年度

■…令和元年度

■…平成3 0 年度

2 8 %  
1 7 %  

1 6 %  

0 %  

0 %  

0 %  

0 %  

6 %  

8 %  

3 %  
3 %  

3 %  
5 %  

6 %  

3 %  
3 %  

1 7 %  

9 %  

9 %  
6 %  

4 5 %  

4 9 %  

4 2 %  

3 6 %  

3 6 %  

2 1 %  

2 3 %  

1 3 %  

3 6 %  

1 0 %  
1 0 %  

1 0 %  

5 3 %  

5 9 %  

5 5 %  

5 5 %  

1 8 %  

1 6 %  

1 6 %  

1 3 %  

2 8 %  

2 7 %  

5 %  

4 6 %  

5 9 %  

3 6 %  

3 6 %  

0 %  
0 %  

0 %  

0 %  

0 %  

0 %  

0 %  

アンケート 結果（ まと め）
　 今回の事業では、前回まで参加頂いてる出雲農林高校生３１ 名に加え、出雲西高校生１名の生徒の皆さ んに参加し て

頂きまし た。

　 建設業の魅力をどう すれば伝わるのかを考え、普段立ち入ること のできない現場の見学および建設機械の搭乗体験

などをし ていただきまし た。

　 また、上記のアンケート 結果において、「 本日の現場見学会に参加し て建設業に就職し たいと 思った、もしく は検討中」

と 回答さ れた方が合計で8 7％も あり 多く の生徒に建設業の魅力を伝えること ができまし た。

　 近年若年労働者の就職促進が建設業界の課題と なっています。こ の事業を通し て一人でも 多く の学生が興味、関心

を持っていただけるよう 事業を継続し たいと 思っております。

14一般社団法人 島根県出雲地区建設業協会青年部会
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次世代建設就業者育成事業（ 現場見学会）を

実施し て感じ ること（ 考察）

卒業後の進路状況

見学会の効果大！
建設業への就職者数
1 桁から 2 桁へ

事業実施後の
最初の卒業生

過半数突破！

建設系 （進学・就職）

R 1年度

38 人

R2 年度

32人

11 人

4 人

23人 20人

2人

10人

　 次世代建設就業者育成事業（ 現場見学会）は、平成25年度の実施から 今年で8回目となりまし た。こ

のたび高校卒業後の進路状況について本事業の開催前後でどのように変化があったのか調査を行い

ました。

　 進学、就職先として建設業関連に進まれた方の割合は、本事業が開催される前と比較し 、飛躍的に増

加してきております。また、現場見学会への参加を希望された私立高校生も令和元年度から参加いただ

ておりますが、 その中からも卒業後に建設業に従事される予定の生徒がいらっしゃるという嬉し い報告を

いただいております。それは、建設業の3K「 きつい、汚い、危険」といった悪いイメージが、本事業を通して

建設現場のI CT 化による安全かつ効率化された作業や、女性が働きやすい作業環境が整ってきている

ことを生徒の皆様が知ることにより建設業界が良いイメ ージに変化し 、また、ものづくりへのやりがいを肌

で感じることで今まで以上に建設業への興味や魅力を持っていただけた成果だと考えます。

　 今日、建設労働者の高齢化や若手技術者・ 技能者不足は建設業界にとって深刻な問題となっておりま

す。

　 本事業を引き続き実施していくことにより、少し でも多く の若者が建設業界に興味･関心を持っていただ

けるよう 活動を行い、一人でも多く の入職者が増えるよう 建設業の役割と魅力を伝えていきたいと考えて

います。

島根県立出雲農林高校環境科学科 進路決定状況より

㈲ナギラ 建工　

経営研究委員会　 委員長　

柳　 樂　 則　 昭

2 0 名突破！
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経営研究委員会　 副委員長

㈱ 中 筋 組 　 中　 筋　 元　 尚

出雲農林高校（ 環境科学科）

中学生一日体験入学支援事業に参加して

令和2年8月21日（ 金） に次世代建設就業者育成事業の一環と し て、 出雲市内外

の中学生を 対象と し た島根県立出雲農林高等学校主催の一日体験入学に、 出雲地

区建設業協会青年部会と し て参加し まし た。

当日は天候に恵ま れ、 午前の部2回と 午後の部2回で 合計60名の中学生が参加

し 、 バッ ク ホウの搭乗体験を 中心に、 建設現場の作業風景のパネル見学や環境科

学科の生徒達の活動内容を 収めたDV Dの視聴を し て頂き まし た。

バッ ク ホウの搭乗体験では、 生徒達は青年部会員から 操作方法の説明を 受けて

操縦し たのですが、 搭乗前には緊張し ていた顔が搭乗後には笑顔に変わっ たこ と

は印象的でし た。 ま たD V D 視聴やパネル展示箇所では青年部会員が生徒達と コ

ミ ュ ニケーショ ン を 図り ながら 質問を 受け答えする 場面も あり 、 大変有意義な時

間を 過ごす事ができ まし た。

その時に、 何人かの生徒から 建設業に対し て「 き つい、 汚い、 危険（ ３ Ｋ ） 」

と いっ たイ メ ージを 少なから ず持っ ている と 聞き まし た。 建設業界では若手の入

職者が減少傾向を 辿り 、 慢性的な人手不足と 高齢化が問題視さ れており ます。 業

界全体で「 新３ Ｋ （ 給料、 休暇、 希望） 」 へのイ メ ージ転換に取り 組んでおり ま

すが、 一日体験に参加し た生徒は建設業に対し て造詣が深いと 思われますが、 そ

の生徒達から 悪いイ メ ージを 払拭する こ と ができ ていないこ と も 改めて実感し ま

し た。

建設業界は、 I CT を 推進し 、 女性が働き やすい環境作り が重視さ れ、 週休２ 日

制の実現に向けて動いており ます。 ですが、 業界の外から ではその動き が見えに

く いかも し れません。 建設業界は旧態依然と し ている 、 と 思われている かも し れ

ません。

青年部会の活動は、 建設業の魅力を 発信でき る 貴重な機会である と 同時に、 今

後の建設業を 担う 若年層を 発掘する 責務がある と 痛感し まし た。

近い将来、 建設業への就職を 希望する 学生が増える 事を 期待し ており ます。
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地域貢献事業報告

地域貢献委員会　 委員

ヒ カ ワ 工 業 ㈱ 　 菖　 蒲　 　 修

第21回ふるさとまるごとクリーンアップ作戦
～2020道路清掃～

　 出雲地区建設業協会青年部会の事業と いたし まし て、 令和2年7月31日に出雲市駅

周辺のゴミ 拾いを出雲県土整備事務所の職員様21名、 会員35名、 事務局2名、 協力会

社3名の合計61名で『 ふるさ と まるごと ク リ ーンアッ プ作戦』 を 実施し まし た。 今年

は新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大防止の為、 マスク 着用により 例年以上に、 暑さ が堪

えまし た。

　 出雲市駅周辺は何気なく 通っ ている道路ですが、 目を 凝ら し て見てみると 歩道の

隅や植樹帯の中に多く のゴミ があり まし た。 拾っ たゴミ は多種多様で、 たばこ の吸

い殻、 菓子袋、 空き 缶、 空き 瓶、 ペッ ト ボト ル、 大き なプラ スチッ ク も あり 、 出雲

県土の職員の方々も ゴミ の量に驚いておら れまし た。 こ の事業でこ こ 数年、 同じ 場

所を清掃し ており ますが、 毎年同じ 位のゴミ の量がある事にも 驚きです。

　 出雲市駅周辺だけでも 、 こ れだけ沢山のゴミ があり 、 出雲市全体を 見れば想像も

つかないよ う なゴミ の量がある と 思います。 特に駅周辺は、 観光客の方はも と よ

り 、 学生の通学路等にも なっ ている為、 一人一人がゴミ を 捨てない事と 見つけたら

拾う 事を心掛けて欲し いも のです。

　 そし て今後も 青年部が、 こ の事業を 継続し 、 地域に貢献でき ればと 思います。 き

れいな街、 出雲を 守っ ていき たいも のです。 今回参加さ れた方々、 大変お疲れ様で

し た。
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会員交流委員会　 委員

㈱ フ ク ダ 　 務　 中　 直　 也

意見交換会2020

令和2年11月17日（ 火）出雲建設会館にて、青年部会会員交流委員会が担当する「 意見

交換会2020」を開催いたしました。

研修会では、出雲県土整備事務所より技術専門監 福島昇様、土木工務部長 岡透様、東

部県民センター出雲事務所 建築課長 山本大輔様をお迎えし、ご講演いただきました。

福島技術専門監には「 施工管理について」と題し、適正な施工管理を行うために心がける

べきことについてご講演いただきました。仕様書の内容をしっかり把握することは施工管理者

として当然ではありますが、協議を重ねるとお互いの解釈が異なっていることも多いとのことで

す。我々施工業者が確かな品質で工事や業務を納めるために、日々 行うべきこと、どのような

意識を持つのか、改めて自問するとても良い機会となりました。

岡土木工務部長には「 島根県の新たな道づくりについて」と題し、今後の島根県内におけ

る道づくりのテーマと施策についてご講演いただきました。山陰道の早期開通に向けた取り

組みや、住みよく 魅力あふれる地域づくりとしての道路整備の重要性を説かれ、道づくりがもた

らす様 な々恩恵について理解を深めることができました。

山本建築課長には「 出雲地区における県の建築工事等の近況について」と題し、県建築

関連工事予算の近況や、島根県公共建築品質確保推進協議会についてご講演いただきま

した。普段は施工側が意識することのない、長寿命化予算の組み方や改修による効果・ 費用

回収までを考えた経営方針など、発注されるまでの舞台裏を知る貴重な機会となりました。

研修会終了後は会場を移し、意見交換会を開催しました。出雲県土整備事務所からは、ベ

テランから若手の方も含め10名の参加をいただき、発注者・ 受注者として様 な々視点から意

見交換を行いました。また仕事についてのみならずプライベートなお話にも花が咲き、前半の

研修会・後半の意見交換会を通して受発注者間の親睦をより一層深めることができました。

会員交流事業報告
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卒業にあたり

㈱ 今 岡 興 産 　 日　 野　 　 肇

卒 業にあ たり

　 平成30年度に入会し て 以来3年間在籍さ せて いた だ き ま し

た。 ついこ の間新入会員の紹介文を 書いていたよ う に思っ て

いま し たが、 あっ と いう 間に卒業と な り ま し た。 在籍期間は

短かっ たですが、 入会以来地域貢献委員会に所属さ せていただき 私も 携わっ

た『 ふる さ と ま る ご と ク リ ーン ア ッ プ 作戦』 、 『 土木の日記念イ ベン ト 』

等いろ いろ な事業に参加さ せていただき 多く の出会いと 関わり と 、 と ても 貴

重な経験と なっ たこ と は私の大切な財産と なり まし た。 卒業し て終わり では

なく 、 今後こ の経験を 活かし て建設業界へ貢献し ていく こ と が私の務めだと

思っ ています。

　 最後になり ま し たが3年間青年部会にて活動さ せていただいたこ と に、 そ

し て関わっ ていただいた皆様に厚く 御礼申し 上げます。
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新入会員紹介

今 岡 工 業 ㈱ 　 神　 田　 泰　 弘

㈱ ト ガ ノ 建 設 　 嘉　 藤　 雅　 士

今年度より 出雲地区建設業協会青年部会に入会し 、 会員交流委員会で

活動さ せていただいており ます、 今岡工業株式会社の神田泰弘と 申し

ます。

地元の高校を 卒業後、 弊社へ入社し 建設業に携わる よ う になっ て 26

年目を 迎えており ます。 青年部会へ入会する のに不安も あり まし たが、 ボラ ンティ ア

活動や意見交換会等で諸先輩方と 共に活動するこ と で、 先輩方に優し く 接し ていただ

き 、 親睦が深ま り 、 青年部会の団結の素晴ら し さ を 実感さ せて頂き 感謝致し ており

ます。

今後も 様々な活動を 通じ 、 地域に貢献し 建設業の発展の為に努力し たいと 思います。

まだまだ至ら ない点等多々あるかと 思いますが、 御指導のほどよ ろ し く お願い致し

ます。

　 今年度から 出雲地区建設業協会青年部会に入会さ せていただき ま し

た株式会社ト ガノ 建設の嘉藤雅士と 申し ます。

　 大学卒業後 10 年間異業種で勤務し たのち 、平成 31 年 4 月よ り 縁あっ

て株式会社ト ガノ 建設に入社いたし まし た。 入社後 2 年が経ち まし た

が、 前職が建設業と はま っ たく の畑違いの業種であっ たため、 知識や経験がほと ん

ど なく 、 ま だま だ建設業に対し て右も 左も わから ない状況にあり ま す。 青年部会の

入会に際し ては、「 知識の集積」 と「 ネッ ト ワーク の構築」 を 自分の中でテーマに掲げ、

様々な経験や多く の人と 関わる こ と で建設業に身を 置く 自分の成長にし たいと 考え

ています。

　 建設業界は人材の確保や働き 方の改善など 様々な課題を 抱えている と 感じ ており

ま す。 その課題を 解決する ためにも こ の青年部会で得た知識を も と にし て会社の改

善につなげ、 ま た青年部会の様々な事業を 通じ て、 建設業の魅力アッ プ に少し でも

貢献でき る よ う に努力を し ていき たいと 思っ ており ます。

　 こ れから も 多く の方と 関わり ながら 活動し ていき たいと 思っ ており ま すので、 ご

指導賜り ますよう よろ し く お願いいたし ます。
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山 口 建 設 ㈱ 　 山　 口　 匡　 史

㈱ フ ク ダ 　 務　 中　 直　 也

今年度から 出雲地区建設業協会青年部に入会さ せていただき まし た山

口建設株式会社の山口匡史と 申し ます。 大学を 卒業後、 建設業と は全

く 異なる 仕事を し ていま し たが、 縁があり 山口建設株式会社に入社し

ま し た。 建設業の知識も 経験も 浅い私にと っ て、 青年部への入会は不

安が大き いも のでし た。 ですが、 活動に参加さ せていただく なかで、 青年部の皆様が

非常に気さ く に接し てく ださ り 、 今では青年部会に入会し てよかっ たと 思います。

近年、 建設業界では人材不足が課題と さ れており 、 なかでも 特に問題と さ れている

のが若者離れです。 青年部会では、 農林高校の中学生一日体験入学支援事業や高校生

と の現場見学会を 通し て、 建設業に興味、 関心を も っ ても ら う 活動を し ています。 私

も 様々な活動に参加し 、 建設業のイ メ ージアッ プ、 魅力発信に微力ながら 貢献でき れ

ばと 思います。

まだまだ至ら ぬ点も ある かと 思いますが、 精一杯頑張り ますのでご指導ご鞭撻のほ

どよろ し く お願いいたし ます。

今年度より 出雲地区建設業協会青年部会に入会さ せていただき 、 会員

交流委員会で活動し ており ま す、 株式会社フ ク ダの務中直也と 申し ま

す。

私は大学卒業後、 広島県の金融機関に数年間勤務し 、 平成 29 年よ り

弊社に所属し ており ます。 元々営業職ではあり まし たが異業種から の転職と いう こ と

で、 仕事内容ややり 方の違いに当初はと ても 驚き まし た。 し かし 青年部の先輩方を 初

め、 各社個々人が業界を 良く し たいと いう 熱い思いを 持っ ておら れ、 次第に私も その

一人になっ ていまし た。

現在建設業界は待っ たなし の人手不足に直面し ており 、 働き やすく 働き がいのある

業種へと 変化し ていく こ と が急務と なっ ています。 近年増加し ている 自然災害への対

応、 地域のイ ンフ ラ 整備等の担い手と し て、 こ れまでも こ れから も 重要な産業であり

続けるのが建設業です。 技術革新や働き 方改革によ り 日々自動化や省力化が進んでい

ますが、 技術者を はじ めと し た人材の重要性は依然変わる こ と なく 、 継続的な人手の

確保は業界全体の課題と 言えます。 今後は青年部会の一員と し て自分にでき る こ と を

常に考え続け、魅力ある業界づく り に向け精一杯取り 組みたいと 考えており ますので、

よろ し く ご指導お願いし ます。








